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組
織
拡
大
で
仕
事
と
生
活
を
守
り

組
織
拡
大
で
仕
事
と
生
活
を
守
り

総
選
挙
に
勝
利
し
よ
う

総
選
挙
に
勝
利
し
よ
う

建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期
大
会
が
、

七
月
十
八
日
〜
十
九
日
に
か
け
て
雲

仙
・
小
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
来
賓
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、
執
行
部
、
書

記
局
な
ど
三
〇
〇
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
、
本
部
執
行
部
を
代
表
し

て
相
川
委
員
長
よ
り
「
こ
の
一
年
も
仕

事
不
足
に
よ
る
賃
金
工
事
単
価
の
切
り

下
げ
で
最
低
限
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
今
日
の

現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
八
月
に

行
わ
れ
る
衆
議
院
選
に
お
い
て
推
薦
候

補
の
勝
利
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

来
年
は
組
合
節
目
の
第
六
十
五
回
記
念

大
会
を
迎
え
ま
す
。
新
た
な
目
標
達
成

に
向
け
組
織
を
構
築
し
、
力
強
い
絆
を

共
有
で
き
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
の

方
々
か
ら
は
、
全
建
総
連
の
古
市
書
記

長
を
は
じ
め
、
長
崎
県
、
労
働
団
体
、

各
政
党
、
衆
議
院
立
候
補
予
定
者
よ
り

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

組
織
拡
大
表
彰
で
は
、
個
人
で
一
年

間
に
五
名
以
上
の
拡
大
を
し
た
木
之
田

隆
さ
ん
（
島
原
）
を
表
彰
。
支
部
と
し

て
は
年
間
十
四
名
の
純
増
を
勝
ち
取
っ

た
大
村
支
部
と
一
名
純
増
の
島
原
支
部

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今

年
の
五
月
に
開
催
さ
れ
た
青
年
技
能
競

技
大
会
の
上
位
三
名
の
表
彰
が
あ
り
、

九
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
決

意
を
金
賞
の
和
田
さ
ん
（
北
松
）
が
代

表
し
て
述
べ
ま
し
た
。

午
後
よ
り
、
議
案
に
入
り
、
平
成
二

十
年
度
活
動
経
過
と
会
計
決
算
報
告
、

そ
し
て
平
成
二
十
一
年
度
運
動
方
針

（
案
）、
会
計
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
三
つ
の
分
散
会
に
分
か

れ
て
一
日
目
に
提
案
さ
れ
た
運
動
方
針

（
案
）、
会
計
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
・
質
問
・
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ

本
年
の
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
�
組
織
八
、

〇
〇
〇
名
復
元
を
目
指
し
、
年
間
三
六

〇
名
を
拡
大
し
節
目
の
六
十
五
回
定
期

大
会
を
迎
え
よ
う
。
�
分
会
会
議
を
開

催
し
、
ふ
れ
あ
い
行
動
で
分
会
の
内
部

強
化
を
図
ろ
う
。
�
お
得
意
先
回
り
と

住
宅
デ
ー
を
通
じ
て
、
仕
事
確
保
を
図

ろ
う
。
�
建
設
技
能
者
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
若
年
技
能
後

継
者
の
育
成
と
技
術
技
能
の
向
上
を
め

ざ
そ
う
。
�
賃
金
・
工
事
単
価
の
引
き

上
げ
運
動
で
、
労
働
条
件
改
善
を
図
ろ

う
。
�
総
力
を
結
集
し
て
衆
議
院
選
挙

に
勝
利
し
よ
う
。
等
を
採
択
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
村
青
年
部
長
が
大
会
宣

言
（
案
）
を
読
み
上
げ
「
諸
要
求
実
現

に
向
け
た
闘
い
を
力
強
く
推
し
進
め
、

組
織
の
展
望
を
切
り
拓
く
た
め
に
も
、

組
織
の
力
を
結
集
し
よ
う
」
と
宣
言
し

ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
執
行
委
員
五
十
一

名
の
う
ち
五
名
が
新
任
、
四
十
六
名
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
役
員
を
代
表
し
て
、
相

川
委
員
長
が
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を

三
唱
し
て
二
日
間
の
大
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
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こ
の
一
年
間
、
国
内
外
に
お

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
に
端
を
発
し
た
、
世
界
的
な

金
融
危
機
の
影
響
で
、
金
融
市

場
は
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。

日
本
経
済
の
牽
引
役
で
あ
っ
た

自
動
車
・
電
気
関
連
企
業
も
、

減
産
や
操
業
停
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
派
遣
社
員
な
ど
の
、
非

正
規
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
、
二

十
一
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
人
た

ち
が
、
職
を
失
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
経
済
は
ガ
タ
ガ
タ
、

消
費
は
完
全
に
冷
え
切
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
建
設
業
も
ま
た
、

不
況
の
波
を
も
ろ
に
か
ぶ
り
、

仕
事
不
足
に
よ
る
、
賃
金
工
事

単
価
の
切
り
下
げ
で
、
危
機
状

況
に
追
い
込
ま
れ
、
最
低
限
の

生
活
を
強
い
ら
れ
る
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

国
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
八

月
に
福
田
改
造
内
閣
が
発
足
し

ま
し
た
が
、
九
月
に
は
突
然
の

辞
意
を
表
明
し
、「
政
権
を
投

げ
出
す
」
異
常
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
麻
生
太

郎
総
理
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
昨
年
秋
以
降
の
内
閣
支

持
率
は
、
た
び
重
な
る
失
言
や

財
務
大
臣
の
辞
任
な
ど
で
、
急

落
し
、
解
散
総
選
挙
の
メ
ド
が

立
た
な
い
中
、
支
持
率
ア
ッ
プ

を
狙
っ
て
、
選
挙
対
策
と
し
て
、

補
正
予
算
十
五
兆
円
を
つ
ぎ
込

み
、定
額
給
付
金
、高
速
道
路
・

千
円
な
ど
の
バ
ラ
マ
キ
等
で
今

日
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
先
の
東
京
都
議
会
選
挙

で
は
、
都
民
の
冷
静
な
判
断
で
、

当
然
が
如
く
、
自
民
党
は
惨
敗

し
ま
し
た
。

さ
て
、
建
設
長
崎
の
主
な
取

り
組
み
を
総
括
し
ま
す
と
、
一

つ
に
は
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

が
あ
り
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
深
刻
な
景
気

の
落
ち
込
み
の
中
で
、
組
合
は
、

組
織
八
、
〇
〇
〇
名
復
元
を
目

指
し
、
組
合
員
同
士
の
つ
な
が

り
を
強
化
し
、
各
支
部
に
お
い

て
拡
大
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

拡
大
行
動
と
ふ
れ
あ
い
行
動
、

内
部
強
化
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
間
・
組
織
拡
大
目
標
の
三

五
〇
名
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
三
二
一
名
の
新
し
い
仲

間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。二

つ
に
は
、
仕
事
確
保
、
賃

金
工
事
単
価
、
労
働
条
件
改
善

の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。「
建

設
労
働
者
並
び
に
中
小
零
細
建

設
業
者
の
生
活
安
定
と
若
年
技

能
者
の
育
成
強
化
」
を
求
め
、

金
子
県
議
を
先
頭
に
、
今
年
四

月
二
十
日
の
県
交
渉
を
皮
切
り

に
、
各
振
興
局
、
各
市
に
対
し

て
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
七
日
に
は
、

全
建
総
連
の
林
書
記
次
長
や
ご

来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
建
設
技

能
労
働
者
の
賃
金
と
生
活
安
定

を
求
め
次
期
衆
議
院
選
挙
の
必

勝
を
目
指
し
た
「
建
設
長
崎

五
・
二
七
生
活
危
機
突
破
、
衆

議
院
選
挙
必
勝
総
決
起
集
会
」

を
開
催
し
、
理
解
を
求
め
ま
し

た
。三

つ
に
は
、
私
た
ち
の
生
命

と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
の
予

算
要
求
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。社

会
保
障
費
の
自
然
増
分

「
二
、
二
〇
〇
億
円
を
圧
縮
す

る
」
と
い
う
、
厳
し
い
抑
制
策

の
中
、
私
た
ち
は
、
全
建
総
連

の
予
算
要
求
闘
争
方
針
に
基
づ

き
、
建
設
国
保
の
重
要
性
と
建

設
不
況
に
苦
し
む
仲
間
の
実
態

を
訴
え
、
全
建
総
連
傘
下
の
組

合
と
連
携
し
た
、
国
会
議
員
皆

様
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
、

更
に
は
、
組
合
員
家
族
の
皆
さ

ん
の
熱
心
な
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

で
、
厚
生
労
働
省
の
概
算
要
求

額
二
八
一
億
五
千
万
円
（
前
年

度
比
五
千
万
円
増
）
の
満
額
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
の
建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定

期
大
会
で
は
、
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
「
不
況
克
服
！
組
織
拡

大
で
仕
事
と
生
活
を
守
り
、
総

選
挙
に
勝
利
し
よ
う
！
」
で
あ

り
ま
す
。

重
点
的
に
は
組
織
拡
大
や
仕

事
確
保
要
請
行
動
、
議
会
対
策

等
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

金
子
県
議
に
お
い
て
は
、
初

当
選
か
ら
折
り
返
し
の
二
年
目

を
経
過
し
ま
し
た
。
議
会
活
動

に
も
慣
れ
、（
現
在
は
、
常
任

委
員
会
で
環
境
生
活
委
員
会
に

所
属
し
、
特
別
委
員
会
で
は
、

世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会
委

員
長
と
し
て
）
頑
張
っ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
次
期
県

議
選
挙
に
向
け
て
は
、
金
子
三

智
郎
後
援
会
を
九
月
以
降
に
は

結
成
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

目
前
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
「
衆
議
院
解
散
総
選
挙
」
！
。

私
た
ち
は
仕
事
と
生
活
を
守
る

た
め
、
金
持
ち
や
大
企
業
優
遇

政
治
を
改
め
さ
せ
る
事
。
格
差

と
貧
困
を
解
消
し
、
年
金
・
社

会
保
障
の
充
実
を
図
り
、
諸
要

求
を
実
現
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
今
回
の
衆
議
院
選
挙
は
、

何
と
し
て
も
全
力
を
出
し
切
っ

て
、
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
！
。

そ
し
て
、
与
党
を
過
半
数
割

れ
に
追
い
込
み
、「
政
権
交
代
」

を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
！
。

建
設
長
崎
は
、
八
月
十
八
日

公
示
、
八
月
三
十
日
投
票
予
定

の
長
崎
選
挙
区
に
は
、
一
区
に

高
木
義
明
さ
ん
、
二
区
に
福
田

え
り
こ
さ
ん
、
三
区
に
山
田
正

彦
さ
ん
、
四
区
に
宮
島
大
典
さ

ん
を
推
薦
し
て
お
り
ま
す
。

比
例
区
は
、何
が
何
で
も「
社

民
党
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
七
月
に
は
節
目
の
第
六
十

五
回
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
が
、

本
大
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

今
日
の
厳
し
い
現
状
を
打
開
す

る
た
め
に
、
新
た
な
目
標
達
成

に
向
け
た
組
織
を
構
築
し
、
力

強
い
絆
を
共
有
で
き
る
第
六
十

四
回
定
期
大
会
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ

ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

（
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
）

執行委員長 相川 哲男

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
会
長

小
石

隆

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

参
議
院
議
員

犬
塚

直
史

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
県
教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員

長

明
石

佳
成

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連

合
会

松
島

磯
巳

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

藤

正
治

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

三
浦

一
男

全
建
総
連
福
島

遠
藤

安
男

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

小
田
桐
傳
吉

埼
玉
県
建
設
労
働
組
合

菰
田

勇
司

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

稔

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

雄
一

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

渡
邊

守
光

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

内
藤

勝
義

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

高
木

常
吉

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本

部

嶋
田

繁

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

伏
見

千
歳

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

山
田

正
巳

三
重
県
建
設
労
働
組
合

杣
川

光
孝

滋
賀
県
建
築
組
合美

濃
辺
大
道

全
京
都
建
築
労
働
組
合

田
辺

正
男

大
阪
建
設
労
働
組
合関

谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

中
嶋

弘

�
奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会渡

辺

行
雄

�
島
根
建
築
組
合
連
合
会

桑
田

忠
義

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

石
部

明

広
島
県
建
設
労
働
組
合

安
元

弘
道

建
設
山
口

田
村

豪
勇

フ
レ
ッ
セ

小
泉

栄
昭

香
川
県
建
設
労
働
組
合

寺
岡

克
彦

高
知
県
建
設
労
働
組
合

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

下
川

一
雄

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

長
濱

泉

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

中
川
實
二
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

皆
元

鐵
夫

長
崎
市
長

田
上

富
久

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

島
原
市
長

横
田
修
一
郎

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

松
本

崇

時
津
町
長

平
瀬

研

長
与
町
長

葉
山

友
昭

南
島
原
市
長

松
島

世
佳

民
主
党
長
崎
県
第
四
区
総
支
部
総
支

部
長

宮
島

大
典

大
会
諸
役
員
・
敬
称
略

●選挙管理委員長
前田 三男

祝
電

●

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●大会運営委員長兼資格審査委員長
大島 弘雄

●大会議長
濱本 勝之（西彼）

●大会議長
松尾 正明（佐世保北）

第６４回定期大会
執行委員長あいさつ

（要旨）

●
第
一
分
散
会
議
長

丸
田

勉（
佐
世
保
東
）

西
平

博
之（
専
従
）

木
之
田

隆（
島
原
）

●
第
三
分
散
会
議
長

田
中

秀
則（
浦
上
東
）

佐
藤

圭
介（
専
従
）

寺
田

孝
弘（
平
戸
）

●
大
会
書
記

古
井

宏
樹（
専
従
）

●
大
会
書
記

井
関

一
幸（
専
従
）

●
第
二
分
散
会
議
長

伊
藤

一
廣（
大
村
）

若
杉

孝
雄（
専
従
）

田
上

義
高（
大
浦
）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３０号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）８月１５日発行



副
執
行
委
員
長

本
部
執
行
委
員

言宣会大

退
任
者
代
表
あ
い
さ
つ

前
副
委
員
長

大
島

弘
雄

平
成
二
十
一
年
度
新
本
部
役
員

（
敬
称
略
）

〈
県
北
総
支
部
〉
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私
た
ち
は
、
二
日
間
に
わ
た

り
建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期

大
会
を
こ
こ
雲
仙
の
地
に
お
い

て
開
催
し
、
組
織
拡
大
、
仕
事

確
保
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
中

心
と
し
た
新
年
度
の
運
動
方
針

を
決
定
し
た
。

米
国
の
金
融
不
況
が
瞬
く
間

に
世
界
に
広
が
り
、
日
本
で
も

「
百
年
に
一
度
」
と
い
う
深
刻

な
景
気
の
悪
化
に
陥
っ
た
。
政

府
の
景
気
対
策
も
結
果
と
し
て

将
来
の
世
代
に
ツ
ケ
を
残
す
も

の
と
な
り
、
年
金
や
医
療
問
題

な
ど
と
絡
み
、
将
来
の
展
望
を

見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

建
設
業
界
で
は
、
負
債
総
額

一
兆
二
七
〇
〇
億
円
に
も
の
ぼ

る
倒
産
や
伸
び
悩
む
住
宅
着
工

戸
数
の
推
移
に
も
不
況
の
深
刻

さ
が
表
れ
、
公
共
事
業
費
の
削

減
と
激
し
い
低
入
札
競
争
で
設

計
労
務
単
価
は
、
な
お
半
数
の

職
種
で
下
が
り
つ
づ
け
、
建
設

労
働
者
の
生
活
は
日
々
危
機
的

な
状
況
が
続
き
、
熟
練
技
能
者

の
減
少
、
若
年
技
能
後
継
者
の

不
足
は
建
設
産
業
全
体
に
と
っ

て
も
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
建
設
関
連
の
法
律
改
正

が
続
き
、
十
月
一
日
以
降
に
引

き
渡
す
新
築
住
宅
に
は
住
宅
暇

疵
担
保
履
行
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
な
ど
、
国
は
「
量
か
ら
質
」

へ
の
転
換
を
図
り
、
建
設
業
界

の
環
境
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

を
し
て
い
る
。

建
設
長
崎
は
、
新
年
度
運
動

方
針
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
不
況
克
服
。
組
織
拡
大
で
仕

事
と
生
活
を
守
り
、
総
選
挙
に

勝
利
し
よ
う
」
の
実
行
に
よ
り
、

県
・
市
に
対
し
て
の
要
請
行
動

と
地
域
に
密
着
し
た
住
宅
デ
ー

活
動
で
仕
事
を
確
保
し
、
技
能

後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
い
こ
う
。

そ
し
て
、「
生
命
と
健
康
」

を
守
る
た
め
に
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
長
建
国
保
の
育
成
強
化

と
「
安
定
し
た
仕
事
と
暮
ら

し
」
を
守
る
た
め
に
組
織
の
力

を
結
集
し
よ
う
。

私
た
ち
は
、
多
様
化
す
る
社

会
情
勢
を
見
極
め
て
組
織
の
展

望
を
切
り
拓
く
た
め
に
も
、
衆

議
院
選
挙
に
お
い
て
私
た
ち
が

推
薦
す
る
政
党
と
候
補
者
の
当

選
を
勝
ち
取
ろ
う
。

そ
し
て
、
全
建
総
連
傘
下
の

仲
間
や
県
下
労
働
団
体
と
連
携

し
、
諸
要
求
実
現
に
向
け
た
闘

い
を
力
強
く
推
し
進
め
、
記
念

す
べ
き
第
六
十
五
回
定
期
大
会

を
迎
え
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
九
日

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

第
六
十
四
回
定
期
大
会

今
日
退
任
い
た
し
ま
し

た
大
島
で
す
。
私
が
最
初

本
部
執
行
委
員
に
な
っ
た

の
は
平
成
三
年
か
ら
で
す
。

今
日
ま
で
十
八
年
間
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
平
成
三
年
は
、
普
賢

岳
の
噴
火
が
あ
っ
た
た
め
、

雲
仙
で
大
会
が
出
来
な
く

て
嬉
野
で
大
会
を
や
っ
た

記
憶
が
思
い
出
と
し
て
あ

り
ま
す
。
私
が
本
部
執
行

委
員
と
し
て
、
そ
れ
か
ら

会
計
監
査
、
佐
世
保
中
央

支
部
の
支
部
長
、
県
北
の

総
支
部
副
委
員
長
を
仰
せ

つ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
に
お
力

添
え
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
建
設

長
崎
の
組
合
員
と
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
長
い
間
ほ
ん
と

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度

建
設
長
崎

本
部
役
員
名
簿

本
部
執
行
委
員

役

職

名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
任
別

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

前
田

三
男

浦
上
西

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

中
村

一
明

島

原

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

工
藤

是
正

大

浦

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

丸
田

勉

佐
世
保
東

大
工

◎
新
任

書

記

長

田
上

一
郎

浦
上
西

専
従

再
任

書
記
次
長

石
田

哲
雄

浦
上
西

専
従

再
任

執
行
委
員

佐
藤

圭
介

浦
上
東

専
従

再
任

執
行
委
員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専
従

再
任

執
行
委
員

坂
口

忠
義

中

央

左
官

再
任

執
行
委
員

内
野

幸
雄

中

央

大
工

再
任

執
行
委
員

田
上

義
高

大

浦

大
工

再
任

執
行
委
員

北
村

五
男

大

浦

左
官

再
任

執
行
委
員

山
本

秀
夫

市

南

大
工

再
任

執
行
委
員

葛
島

俊
幸

市

南

大
工

◎
新
任

執
行
委
員

牧
島

貢

東
長
崎

大
工

再
任

執
行
委
員

長
野

末
廣

東
長
崎

大
工

◎
新
任

執
行
委
員

古
川

勝

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

村
岡

広
明

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

佐
藤

昭
彦

浦
上
西

塗
装
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
則

浦
上
東

左
官

再
任

執
行
委
員

森

政
一

浦
上
東

大
工

再
任

執
行
委
員

尾
崎

由
盛

西

彼

大
工

再
任

執
行
委
員

松
林

満
男

西

彼

左
官

再
任

執
行
委
員

高
谷

義
信

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

木
下

忠
明

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

伊
藤

一
廣

大

村

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

通

大

村
建
設
事
務

再
任

執
行
委
員

木
之
田

隆

島

原

大
工

再
任

執
行
委
員

山
田

哲
夫

島

原

大
工

◎
新
任

執
行
委
員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

末
吉

重
一

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

田
中

清
士

佐
世
保
中
央

内
装
工

再
任

執
行
委
員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
幸

佐
世
保
東

左
官

◎
新
任

執
行
委
員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

柚
元

美
則

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

須
藤

輝
久

北

松

大
工

再
任

執
行
委
員

北
村

久

北

松

大
工

再
任

執
行
委
員

寺
田

孝
弘

平

戸

大
工

再
任

執
行
委
員

岡
田

眞

平

戸

大
工

再
任

会
計
監
査

植
田

勝
次

西

彼

瓦
工

再
任

会
計
監
査

樋
口

義
雄

諫

早

大
工

再
任

会
計
監
査

長
島

則
行

佐
世
保
東

大
工

再
任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

東
長
崎

専
従

特
別
執
行
委
員

若
杉

孝
雄

浦
上
西

専
従

執
行
委
員
待
遇

北
村

亮
樹

北

松

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

本
田

勇

東
長
崎

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

荒
木

恵
子

諫

早

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

岡
崎
ア
イ
子

西

彼

主
婦
会

退任された本部役員（敬称略）

前
副
執
行
委
員
長

大
島

弘
雄
さ
ん

（
佐
世
保
中
央
）

前
本
部
執
行
委
員

中
島

直
人
さ
ん

写
真
右
端
（
市
南
）

岩
永

和
範
さ
ん

写
真
右
二
人
目
（
東
長
崎
）

本
田

岩
勝
さ
ん

写
真
左
端
（
島
原
）

青年部長

北村 亮樹

新執行部を代表してあいさつする相川執行委員長

退任された役員を代表してあいさつする
大島前副委員長

長野 末�（東長崎）

丸田 勉（佐世保東）

山田 哲夫（島原）

葛島 俊幸（市南）

田中 秀幸（佐世保東）
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組
合
に
入
っ
て
十
年
に
な
り
ま

す
が
、
初
め
て
建
設
長
崎
の
定
期

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

正
直
言
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。こ

の
貴
重
な
経
験
を
支
部
の
青

年
部
活
動
に
今
後
、
少
し
で
も
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
入
し
て
二
年
目
で
定
期
大
会

に
初
め
て
参
加
し
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
、
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
現
在
の
不
景

気
の
切
実
さ
と
い
う
も
の
を
再
確

認
し
ま
し
た
。
組
合
の
存
続
、発

展
の
た
め
、こ
ち
ら
か
ら
勧
誘
を

し
な
く
て
も
、
組
合
に
加
入
し
て

頂
け
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
心

掛
け
、
青
年
部
と
し
て
参
加
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
、
広
報
活
動
を
、

支
援
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

未
熟
な
私
で
す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

建
設
長
崎
定
期
大
会
に
初
め
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
各
議
案
に
対

し
て
も
、
先
輩
方
々
の
沢
山
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
定
期
大
会
で
得
た
も
の
を
、

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
の
活
動
に
生

か
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
二
日
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

同
じ
内
容
の
よ
う
な
質
問
と
答

弁
で
、
な
ん
と
な
く
終
わ
っ
た
よ

う
な
今
年
の
大
会
で
し
た
。

活
動
方
針
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
、
新
た
な
取
り
組
み
を
積

極
的
に
導
入
し
て
も
ら
い
、
魅
力

あ
る
組
合
作
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
今
回
初
め
て
定
期
大
会

に
出
席
し
て
、
執
行
部
及
び
組
合

役
員
の
皆
様
の
行
政
機
関
、
地
域

市
町
へ
の
仕
事
確
保
等
の
運
動
の

大
変
さ
、
年
間
計
画
の
策
定
か
ら

決
算
報
告
に
至
る
ま
で
の
ご
苦
労

の
程
、
痛
感
致
し
ま
し
た
。

又
、
異
議
や
辛
口
の
意
見
も
な

く
進
行
し
、
速
や
か
に
決
議
と

成
っ
た
事
は
同
じ
問
題
を
共
有
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
一
致
団
結
し
て

日
々
努
力
し
て
き
た
事
に
他
あ
り

ま
せ
ん
。

厳
し
い
不
況
の
折
、
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

来
賓
の
議
員
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
、
今
の
世
の
中
、
法
律
な
ど
お

か
し
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
事
を

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
、
国
の
予
算
な
ど
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
無
く
、
無
駄
な
と
こ
ろ
に

お
金
が
流
れ
て
い
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
次
の
選
挙
で
は
国
の
予

算
を
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
う
為

に
、
推
薦
議
員
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
選
挙
に
協
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
六
十
四
回
の
定
期
大
会
に
参

加
し
、
初
め
て
の
大
会
議
長
に
任

命
さ
れ
、
本
部
役
員
、
事
務
局
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
の
皆
様
の

協
力
に
よ
り
、
大
役
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

大
会
運
営
に
当
り
、
各
議
案
に

つ
い
て
も
真
剣
に
討
議
さ
れ
、
大

会
進
行
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ

承
認
採
決
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
決
定
さ
れ
た
事
を

実
行
に
移
し
、
建
設
長
崎
の
発
展

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
六
十
四
回
定
期
大
会
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

深
刻
な
景
気
悪
化
の
時
代
に
仕

事
確
保
や
生
活
の
安
定
に
欠
か
せ

な
い
大
事
な
大
会
だ
と
思
い
ま
し

た
。こ

の
大
会
を
機
会
に
、
青
年
部

活
動
を
通
じ
て
、
様
々
な
運
動
に

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
分
散
会
で
の
代
議
員
の
皆

さ
ん
の
活
発
な
意
見
、
発
言
な
ど

は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
青

年
部
の
立
場
か
ら
も
組
合
活
動
、

支
部
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

建
設
長
崎
第
六
十
四
回
定
期
大

会
に
初
め
て
出
席
を
し
ま
し
た
。

十
五
支
部
の
大
会
代
議
員
が
集
結

し
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
や
質
問
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
組
合
員

の
一
人
と
し
て
将
来
の
展
望
を
見

通
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
組

合
員
の
皆
様
と
一
緒
に
組
合
活
動

へ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

定
期
大
会
で
は
、
青
年
部
関
係

も
含
め
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
く

事
が
出
来
る
の
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
中
で
、
五
月
に

行
わ
れ
た
技
能
競
技
大
会
の
表
彰

を
し
て
い
た
だ
き
、
九
月
に
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
も
入
賞
出
来

る
よ
う
、
改
め
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
二
日
間
を
通
し
て

組
合
員
の
皆
様
の
様
々
な
意
見
、

要
望
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
を
聞

く
事
が
出
来
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

私
は
初
め
て
の
定
期
大
会
参
加

で
し
た
が
、
各
関
係
議
員
様
、
候

補
者
の
挨
拶
に
大
き
な
期
待
を
持

ち
つ
つ
、
近
況
報
告
で
は
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に
、

生
活
の
危
機
を
再
認
識
し
、
組
織

の
拡
大
と
組
合
の
重
要
性
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
親
会
の
職
人
太
鼓
は
、

青
年
部
の
意
気
込
み
が
ビ
シ
ビ
シ

伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た

し
、
他
支
部
の
方
々
と
の
交
流
も

私
自
身
刺
激
に
な
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

「
不
況
克
服
」
皆
さ
ん
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

振
り
返
る
事
十
五
年
前
、
初
参

加
で
議
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
た
も

の
だ
。
当
時
佐
世
保
中
央
支
部
執

行
委
員
も
務
め
て
い
た
。
さ
ら
に

支
部
大
会
で
の
議
長
も
経
験
し
た

も
の
だ
。
今
回
は
衆
議
院
選
挙
を

に
ら
ん
で
の
、
大
会
で
も
あ
っ
た

が
、
組
合
員
の
志
気
は
前
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
分
散

会
で
は
、
某
役
員
が
二
日
酔
い
？

見
苦
し
か
っ
た
の
で
意
見
も
し
た
。

い
ず
こ
の
世
界
で
も
、
役
員
は
二

期
四
年
務
め
れ
ば
、
後
輩
へ
道
を

ゆ
ず
る
事
も
大
事
。
そ
し
て
、
常

に
活
性
化
し
て
、
温
故
知
新
の
精

神
で
ゆ
か
ね
ば
。
各
界
へ
も
の
申

す
第
一
人
者
。

定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

規
模
の
大
き
さ
、内
容
の
濃
さ
、組

合
員
の
迫
力
あ
る
意
見
等
、
全
て

に
お
い
て
圧
倒
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
当
た
り
前
の
よ
う
に
生

活
し
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

組
合
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
、
こ

の
よ
う
な
大
き
な
組
織
に
支
え
ら

れ
て
い
る
今
の
自
分
が
分
か
り
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
小
さ
な
事
か
ら
で
も
自

分
が
出
来
る
事
で
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

技
能
競
技
全
国
大
会
で
も
頑
張
り
ま
す

北松支部

和田 茂史

議
長
の
大
役
を
無
事
に
果
た
し
一
安
心

佐世保北支部

松尾 正明

大
会
で
得
た
も
の
を
今
後
の
青
年
部
活
動
へ
生
か
し
た
い

佐世保東支部

一本松 淳

青
年
部
と
し
て
組
織
強
化
へ
の
取
り
組
み
を
が
ん
ば
り
た
い

諫早支部

村上 昌也

温
故
知
新
で
活
性
化
を

佐世保中央支部

草場 知博

将
来
の
展
望
を
見
通
し
て

組
合
活
動
へ
取
り
組
み
た
い

島原支部

浦川 新一

正
し
い
政
治
実
現
に
向
け

総
選
挙
に
協
力
を

大村支部

副島 具巳

青
年
部
活
動
へ
役
立
て
た
い

東長崎支部

川内 文博

組
合
と
組
織
拡
大
の
重
要
性
を
実
感

西彼支部

毎熊 明夫

大
会
の
経
験
を
生
か
し
、

組
合
活
動
へ
参
加
し
て
い
き
た
い

浦上東支部

吉田 光夫

組
合
員
の
団
結
力
を
確
認

浦上西支部

松崎 拓海

有
意
義
な
二
日
間
を
経
験

市南支部

山下 洋二

諸
活
動
へ
前
向
き
に
取
り
組
む

大浦支部

前瀬 正一

魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
を

中央支部

樋口 正人

役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
改
め
て
確
認

平戸支部

末永 豊
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34

受診券などが送られ�
てきたら申し込みを�

特定健診を�
受診しましょう�

健診結果が�
通知されます�

特定保健指導の�
実施�

健診を受けるには事前の�
申し込みが必要です。�

保険証＋受診券＋�
質問票を忘れずに。�

特定保健指導対象者には�
別途連絡があります。�

対象者となった人は�
必ず受けましょう�

2

第
六
十
四
回
定
期
大
会
に
参
加
し
て

定
期
大
会
へ
の
初
め
て
の
参
加
と
い
う
事
で

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
支
部
の
方
々
か
ら

様
々
な
意
見
を
聞
く
事
が
出
来
、
大
変
有
意
義

な
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
皆
様
の
意
見
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
信
頼
性
の
高
い
リ
フ
ォ
ー
ム
業
へ
と

転
換
、
若
年
技
能
後
継
者
の
育
成
な
ど
建
設
不

況
を
乗
り
切
る
為
の
課
題
の
多
さ
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

県
政
だ
よ
り

長
崎
県
は
、
入
札
制
度
の
改

善
策
と
し
て
、
総
合
評
価
落
札

方
式
を
取
り
入
れ
、
施
工
・
品

質
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
の
方
式
は
、
総
体
的
に
は

優
れ
た
方
式
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
企
業
規
模
が
大
き

く
、
多
く
の
技
術
職
員
を
抱
え

る
事
業
所
が
有
利
と
な
る
な
ど
、

受
注
が
偏
り
や
す
い
と
い
う
欠

点
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
回
県
は
、
総
合
評
価
方
式

に
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
評
価

項
目
を
設
定
す
る
た
め
の
検
討

を
進
め
て
い
る
と
し
ま
し
た
。

小
規
模
工
事
（
一
億
〜
三
億

円
以
内
）
で
適
用
し
、
加
算
点

十
点
満
点
の
う
ち
〇
・
五
点
を

配
分
し
、
誓
約
の
違
反
が
分
か

れ
ば
工
事
成
績
を
減
点
す
る
等

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も
課
す
と
し

て
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
組
合
活
動

や
県
議
会
活
動
の
中
で
、
対
県

交
渉
に
お
い
て
、
設
計
労
務
単

価
の
矛
盾
点
を
突
き
な
が
ら
、

現
状
の
方
式
で
は
労
務
単
価
は

上
が
ら
な
い
と
繰
り
返
し
訴
え

て
き
ま
し
た
。
や
っ
と
の
こ
と

で
そ
の
成
果
が
現
れ
る
兆
し
が

見
え
そ
う
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
長
崎
県
の
取
り
組
み

は
、
全
国
で
も
異
例
の
、
労
務

単
価
底
上
げ
を
狙
う
取
り
組
み

で
す
。
全
国
が
注
目
し
そ
う
で

す
。私

た
ち
は
、
こ
の
成
果
を
突

破
口
と
し
て
、
仕
事
確
保
と
賃

金
確
保
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
、
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
し
、
組
合

員
皆
さ
ん
の
切
実
な
ご
意
見
を
聞
き
、
建
設
業

界
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
二
日
間
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
き
な
組
織
を
牽
引
す
る
委
員

長
を
は
じ
め
本
部
役
員
、
支
部
担
当
の
皆
さ
ん

の
ご
苦
労
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
二
日
間

の
事
を
真
剣
に

受
け
止
め
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
組
合
員
の
皆
様
の
様
々
な
苦
労
や
意
見
を

聞
き
、
熱
心
に
議
論
さ
れ
る
姿
を
見
て
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
今

後
も
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

七
月
三
十
・
三
十
一
日
例
年

東
日
本
・
西
日
本
に
分
か
れ
て

行
っ
て
い
た
予
算
要
求
行
動
は
、

衆
議
院
の
解
散
を
受
け
本
年
度

は
東
西
合
同
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

要
求
行
動
に
は
、
全
国
か
ら

五
〇
県
連
、
一
九
二
名
が
参
加

し
、
厚
生
労
働
省
を
始
め
各
省

庁
へ
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

全
建
総
連
の
最
重
要
要
求
で

あ
る
国
保
組
合
の
特
別
助
成
の

増
額
要
求
に
は
、
全
建
総
連
折

谷
副
委
員
長
を
団
長
に
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
交
渉
に
五
一
名

の
仲
間
が
参
加
し
、
午
後
二
時

よ
り
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

厚
労
省
側
か
ら
は
、
七
月
の

人
事
異
動
に
よ
り
新
た
に
国
保

課
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
伊

藤
課
長
を
は
じ
め
四
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
渉
で

は
、
建
設
国
保
の
必
要
性
や
、

建
設
不
況
に
苦
し
む
仲
間
の
実

情
等
に
つ
い
て
訴
え
、
国
保
組

合
の
特
別
助
成
増
額
確
保
を
要

求
し
ま
し
た
。

伊
藤
課
長
は
、「
建
設
国
保

の
努
力
や
皆
さ
ん
の
実
情
は
よ

く
理
解
で
き
た
」
と
答
え
、

「
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
削
減
は

継
続
し
て
い
る
の
で
厳
し
い
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
が
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
運

動
が
更
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。特

定
健
診
と
は
、
内
臓

脂
肪
型
肥
満
に
よ
る
生
活

習
慣
病
の
、
予
防
と
改
善

の
た
め
に
行
わ
れ
る
健
診

で
す
。

対
象
と
な
る
方
は
長
建

国
保
に
一
年
以
上
加
入
し

て
い
る
四
十
歳
以
上
七
十

四
歳
ま
で
の
組
合
員
と
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
で
す
。

対
象
者
に
は
「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」
を
郵
送
に

て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

同
封
の
「
特
定
健
診
実

施
医
療
機
関
一
覧
表
」
か

ら
希
望
の
医
療
機
関
へ
直

接
電
話
し
受
診
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
負

担
額
は
『
無
料
』
で
す
。

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め

に
も
是
非
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 �

長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

（
会
員
数

五
五
四
名
、
会
長

金
子
三
智
郎
）
は
、
平
成
二

十
一
年
七
月
二
十
七
日
�
、
長

崎
県
市
町
村
会
館
で
、
第
三
十

三
回
定
期
総
会
を
開
催
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

金
子
会
長
は
、「
建
設
業
を
取

り
巻
く
現
状
は
、
依
然
と
し
て

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

長
崎
県
で
は
、
県
庁
舎
建
設
、

九
州
新
幹
線
ル
ー
ト
、
駅
前
再

開
発
と
い
っ

た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
工

事
が
予
定
さ

れ
、冷
え
切
っ

た
県
内
経
済

を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、

早
急
に
施
工

が
期
待
さ
れ

る
が
、
こ
れ

は
県
内
の
業

者
が
受
注
し

な
け
れ
ば
、

県
内
経
済
の
活
性
化
に
は
、
結

び
つ
き
ま
せ
ん
。
会
員
皆
様
と
、

仕
事
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
一

致
団
結
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
長

崎
県
土
木
部

鶴
田
孝
廣
次
長

は
、「
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
経
済
雇
用
危
機
に
対
応
す
る

た
め
、
公
共
事
業
予
算
を
一
千

億
円
台
確
保
す
る
と
と
も
に
、

入
札
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格

の
引
き
上
げ
や
指
名
競
争
入
札

の
拡
大
に
よ
る
手
続
き
期
間
の

短
縮
等
に
よ
り
、
前
倒
し
発
注

を
行
い
、
雇
用
の
創
出
や
経
済

の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
、
金
子
知
事
の

あ
い
さ
つ
を
代
読
さ
れ
た
。

�
長
崎
県
建
設
業
協
会
の
谷

村
隆
三
会
長
は
、
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
な
ど

に
触
れ
、「
共
通
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
、
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
行
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

協
会
の
事
業
計
画
で
は
、
自

治
体
へ
の
仕
事
確
保
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
中
小
零
細
建
設

事
業
者
へ
の
工
事
発
注
」、「
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き

上
げ
」、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
助
成
制
度
の
創
設
」、「
公
契

約
法
（
条
例
）
制
定
」、「
Ｃ
Ｍ

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
方
式
採
用
」
な

ど
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

県
議
会
だ
よ
り

２４

江頭 孝一
長建国保書記局

吉田眞由美
長崎学院書記局

原田 翠
書記局

渕脇 直美
書記局

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
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開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

深
刻
な
建
設
不
況
の
中
、自
治
体
へ
の
仕
事
確
保
に
取
り
組
む

東西合同予算要求行動

全建総連
７・３１

�長崎県中小建設業協会

入
札
制
度
の
改
善
策
と
し
て

総
合
評
価
落
札
方
式
を
取
り
入
れ

施
工
の
向
上
を
目
指
す

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

西九州新幹線鈴田トンネル工事着工安全祈願祭にて

特
定
健
診
の
受
け
方

毎
年
の
受
診
で
健
康
維
持

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）８月１５日発行建 設 長 崎第５３０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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利用者負担額

３００円

３００円

無料

補助券額

▲３００円

－

－

割引額

▲２００円

－

－

規定料金

８００円

３００円

無料

大 人

小学生

幼 児

利用者負担額

７２０円

補助券額

▲３００円

割引額

▲２００円

規定料金

１，２２０円大 人

〜
豪
雨
と
強
風
の
中
、

二
十
四
名
の
参
加
で
奉
仕
活
動
〜

～恒例の城栄会夏祭り協賛住宅デー開催～

参
加
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

前
田

三
男

古
川

勝

村
岡

広
明

佐
藤

昭
彦

山
口

好
行

井
上

義
満

木
下

広
次

河
上

茂

山
形

信

松
浦

学

宮
崎

二
郎

小
峰

夫

道
端

敏
章

松
崎

拓
海

山
下

健
二

前
川

友
一

山
形
マ
ス
子

道
端
ナ
ミ
子

栗
原
由
理
子

松
川
波
留
子

有
川
ヤ
ツ
子

梅
雨
明
け
待
ち
遠
し
い
七
月

二
十
六
日
�
、
中
央
支
部
日
見

分
会
は
総
勢
二
十
四
名
の
参
加

で
、
網
場
漁
協
に
て
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
大
雨
警
報
が

発
令
す
る
豪
雨
と
強
風
の
中
、

テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

ト
ラ
ッ
ク
に
く
く
り
つ
け
た
り
、

雨
よ
け
に
テ
ン
ト
前
に
シ
ー
ト

を
覆
っ
た
り
と
、
受
付
前
の
準

備
の
段
階
で
一
苦
労
す
る
生
憎

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
の
開
催
と
い
う

こ
と
で
客
足
が
心
配
さ
れ
「
こ

の
雨
じ
ゃ
、
あ
ま
り
お
客
さ
ん

も
来
ん
ば
い
ね
」
と
い
う
話
も

チ
ラ
ホ
ラ
耳
に
す
る
中
、
前
日

の
チ
ラ
シ
配
付
が
功
を
奏
し
て
、

小
雨
に
な
っ
た
間
を
見
計
ら
い

な
が
ら
少
し
ず
つ
来
場
者
に
も

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
途
中
に
は
強
風
の
中
、

金
子
県
議
や
相
川
委
員
長
も
激

励
に
駆
け
つ
け
、
皆
さ
ん
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
悪
天
候
に
も

関
わ
ら
ず
参
加
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

坂
口

忠
義

宇
土

満

樋
口

正
人

林

次
夫

田
森

勝

大
町

誠

吉
田

一

石
橋

廣
喜

西
村

忠
光

里

敏
弘

馬
渡

正
幸

川
原

亀
喜

太
田

俊
一

内
野

幸
雄

手
水

鐵
吉

山
本

孝
義

伊
東

秀
政

馬
場
ヒ
ロ
子

内
野

計
子

樋
口
須
磨
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

大
町
き
み
子

川
原

幸
枝

金
子
喜
久
枝

浦
上
西
支
部
で
は
、
恒
例
の

「
城
栄
会
夏
祭
り
協
賛
住
宅

デ
ー
」
を
八
月
二
日
�
十
八
銀

行
城
山
支
店
駐
車
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

組
合
員
十
六
人
、
主
婦
会
五

人
の
参
加
で
包
丁
研
ぎ
、
ま
な

板
削
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
雨
の
日

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
日

は
朝
か
ら
天
気
も
良
く
、
蒸
し

蒸
し
す
る
暑
さ
と
な
り
そ
の
中

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
朝
か
ら
順
調
に
お
客
さ
ん

が
見
え
ら
れ
、
組
合
員
さ
ん
は

包
丁
・
ま
な
板
を
懇
切
丁
寧
に

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

取
り
に
来
て
研
ぎ
あ
が
っ
た

の
を
見
た
お
客
さ
ん
か
ら
は

「
わ
あ
〜
こ
れ
私
が
持
っ
て
き

た
も
の
！
全
然
違
う
！
ホ
ン
ト

綺
麗
に
な
っ
た
」
と
大
変
喜
ば

れ
て
ま
し
た
。

来
場
者
は
七
六
人
で
、
包
丁

研
ぎ
が
一
六
四
本
、
ま
な
板
削

り
十
枚
で
し
た
。
住
宅
相
談
の

方
は
、
残
念
な
が
ら
今
年
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
場
者
そ
し
て
城
栄
地
区
の

皆
さ
ん
に
は
仕
事
確
保
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
厳

し
い
時
で
あ
り
ま
す
の
で
組
合

員
・
主
婦
会
の
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
が
報
わ
れ
る
よ
う
、
今
後

の
仕
事
確
保
に
繋
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

去
る
四
月
二
十
三
日
〜
二
十

四
日
、
佐
世
保
東
支
部
の
丸
田

支
部
長
と
二
人
で
熱
海
で
行
わ

れ
た
勉
強
会
に
出
席
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

一
日
目
は
厚
労
省
の
役
人
の

方
の
講
義
で
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
内
容
は
我
々
が
期
待

し
て
い
た
技
術
技
能
と
は
あ
ま

り
関
係
の
無
い
講
義
で
し
た
。

二
日
目
の
分
散
会
で
は
、
各

県
連
の
発
表
や
意
見
を
聞
い
た

り
、
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ど
こ
の
県
連
で
も

悩
み
は
同
じ
で
、
後
継
者
不
足
、

そ
し
て
プ
レ
カ
ッ
ト
に
よ
る
技

術
の
低
下
、
拡
大
を
し
よ
う
に

も
仕
事
が
無
く
て
、
建
設
業
者

と
建
設
職
人
の
減
少
。

そ
の
中
で
唯
一
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
島
根
県
連
の
発
表
で

し
た
。
中
学
二
年
生
の
教
室
に

授
業
と
し
て
組
合
よ
り
指
導
者

を
だ
し
て
、
物
作
り
の
楽
し
さ

を
直
接
教
え
て
る
と
の
こ
と
、

将
来
大
工
職
等
を
目
指
す
若
者

が
一
人
で
も
出
て
く
れ
ば
と
の

思
い
で
希
望
を
持
っ
て
や
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
帰
り

の
便
ま
で
時
間
が
少
し
あ
っ
た

の
で
、
会
場
か
ら
歩
い
て
十
五

分
の
と
こ
ろ
に
「
起
雲
閣
」
と

い
う
大
正
時
代
の
海
運
業
の

オ
ー
ナ
ー
が
建
て
ら
れ
た
邸
宅

を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

は
そ
の
後
に
旅
館
と
な
っ
て
お

り「
船
橋
聖
一
」、「
山
本
有
三
」

な
ど
日
本
の
名
だ
た
る
文
豪
が

逗
留
し
、
数
々
の
名
作
を
生
み

出
し
た
部
屋
が
そ
の
ま
ま
保
存

し
て
あ
り
、
和
洋
折
衷
の
作
り

で
洋
間
の
応
接
間
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
ア
ジ
ア
と
和
の
折
衷

に
近
い
作
り
で
し
た
。
浴
室
の

ロ
ー
マ
風
呂
は
ポ
ン
ペ
イ
の
遺

跡
の
風
呂
と
同
じ
作
り
だ
っ
た
。

和
風
の
作
り
で
は
縁
側
の
長
押

が
五
間
物
を
一
本
の
面
皮
付
を

打
っ
て
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。

庭
園
と
建
物
の
調
和
の
と
れ

た
作
り
は
、
い
つ
ま
で
も
眺
め

て
い
た
い
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

更
に
そ
こ
か
ら
車
で
五
分
の

所
に
あ
る
超
近
代
的
な
Ｏ
Ａ
美

術
館
に
行
き
ま
し
た
。
玄
関
を

入
っ
て
か
ら
は
、
天
国
へ
続
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
程
の
豪
華
な
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
上
る
と
、
そ
こ
に
は
あ

の
世
界
的
彫
刻
家
ヘ
ン
リ
ー

ム
ー
ア
の
作
品
が
出
迎
え
て
く

れ
る
。
中
に
入
る
と
、
ク
ロ
ー

ド
モ
ネ
の
「
睡
蓮
」、「
ポ
プ
ラ

並
木
」、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の「
自

画
像
」。
圧
巻
は
秀
吉
の
茶
室

を
再
現
し
て
い
る
事
で
あ
っ
た
。

部
屋
も
茶
道
具
も
全
て
が
金
箔

で
あ
る
。
当
時
の
権
力
を
彷
彿

と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

技
術
技
能
対
策
部
と
し
て
、

勉
強
会
に
行
っ
た
事
の
皆
さ
ん

へ
の
報
告
と
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
何
か
の
機
会
が

あ
っ
た
折
に
は
少
し
の
時
間
で

も
有
効
に
利
用
し
て
、
そ
ん
な

と
こ
ろ
へ
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
に

で
も
何
か
の
発
見
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

佐
世
保
東
支
部
主
婦
会
は
、

七
月
九
日
�
、
参
加
者
八
名
で
、

佐
世
保
市
針
尾
東
町
に
所
在
す

る
、
西
部
ガ
ス
佐
世
保
工
場
の

見
学
に
行
き
ま
し
た
。

都
市
ガ
ス
の
製
造
か
ら
圧
送

ま
で
の
行
程
を
見
学
し
、
大
変

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、

少
し
頭
も
良
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
…
。

天
然
ガ
ス
は
、
マ
イ
ナ
ス
一

六
二
�
と
い
う
こ
と
で
、
薔
薇

の
花
を
使
っ
た
実
験
で
は
、
瞬

時
に
花
び
ら
が
凍
り
、
そ
の
姿

は
何
と
も
美
し
く
、
感
触
は
、

パ
リ
パ
リ
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

の
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
十
分
間
の
休
憩
を

挟
み
、
ガ
ラ
ス
ト
ッ
プ
ガ
ス
コ

ン
ロ
の
説
明
と
調
理
実
践
が
行

わ
れ
、
グ
リ
ル
で
の
ピ
ザ
の
調

理
、
ケ
ー
キ
や
豚
と
野
菜
の
蒸

し
焼
き
な
ど
が
調
理
さ
れ
、
試

食
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
会
は
、

天
然
ガ
ス
へ
の
一
〇
〇

％
転
換
を
目
指
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
構
築

を
実
践
さ
れ
て
い
る
中

に
、
未
来
の
環
境
対
策

へ
期
待
を
膨
ら
ま
せ
、

楽
し
く
、
明
る
く
美
味

し
い
見
学
会
と
な
り
ま

し
た
。
（
都
市
秋
子
）

〜
楽
し
く
、
明
る
く
、

美
味
し
い
見
学
会
〜

※湯処なごみに関して、入館出来るのは中学生以上となっております。
また、健康保険証の提示での割引は行っておりませんので、割引を受ける場合は必ずメンバーズカードを
提示して下さい。（補助券も併せて利用される場合は、補助券のみの提示でメンバーズカードの割引分も
併せた５００円の割引を受ける事が出来ます。）
※補助券の発行は所属の支部にお願いします。
※その他詳細につきましては温泉施設の方へ直接ご確認下さい。
組合指定温泉施設としている他温泉
●アマンディ（旧イオス） ●海の健康村 ●喜道庵 ●道ノ尾温泉 ●ゆりの温泉 ●雲仙スパハウス
●サンスパ大村 ●万松楼 ●千里ヶ浜温泉 ホテル蘭風 ●ふくの湯

平戸たびら温泉 サムソンホテル
（平成２１年７月現在）

◆所 在 地 長崎県平戸市田平町野田免２１０－６
◆電 話 ０９５０－５７－１１１０
◆施設概要

展望露天風呂・電気風呂・ジャグジーエステ風
呂・座り湯・サウナ岩盤浴（９００円／９０分）・家
族風呂（別料金）など

◆営業時間 １０：００～２３：００
◆定 休 日 なし
◆利用料金

いさはや本野温泉 湯処なごみ
（平成２１年７月現在）

◆所 在 地 長崎県諫早市本野７－１
◆電 話 ０９５７－２５－８８２２
◆施設概要
天然温泉・露天風呂・人口炭酸温泉・岩盤浴・
貸切風呂（別料金）など

◆営業時間 １０：００～２３：００
◆定 休 日 毎月第３水曜日
◆利用料金

「
全
建
総
連
技
術
技
能
対
策
部
に
参
加
し
て
」

諫
早
支
部
長

高
谷

義
信

浦上西支部
中
央
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組合指定温泉施設の追加のお知らせ

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３０号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）８月１５日発行


